
始業式の様子です 

９月１日（金）の始業式では、各学年の代表生徒が夏休みの反省と２学期の

決意を堂々と発表してくれました。どの生徒も、よい夏休みを過ごし、やる気

が伝わってくる発表であり、とても頼もしく思いました。長い２学期ですが、

一日一日を大切に過ごし、それぞれの目標に向け、頑張ってほしいと思いま

す。 

なお、始業式の前には、全日本吹奏楽コンクール四国支部大会で金賞を受賞

した吹奏楽部からの賞状受納を行い、全校生徒で活躍を讃え合いました。 

また、始業式後には、身だしなみ検査を行いましたが、ほとんどの生徒がき

とんと身だしなみを整えて登校できていました。生徒のやる気はもちろん、保

護者の皆様の御理解と御協力に心から感謝申し上げます。 

   

   

大切にしていきたいこと 
教職員の校内研修の中でも、お願いしていることを紹介します。それは、二

宮尊徳（江戸時代の農政家）の言葉の実践です。 

『かわいくば、５つ教えて ３つ褒め、２つ叱って 良き人とせよ』 

まずは、大切なことを教え、次に、できたところを褒め、その後で、改善し

たらよいところを伝えるということでしょうか。褒めるだけでも、叱るだけで

もだめということです。人によって捉え方が違うかもしれませんが、教育や子

育ての参考になることは間違いないと思っています。 

 また、今年の夏の高校野球は、優勝した慶応高校のエンジョイ・ベースボー

ルが話題となりました。エンジョイ・ベースボールとは、楽をしてヘラヘラす

るという意味ではなく、自分で考えてプレイしてもっと挑戦しようという精神

だそうです。さらさらヘア、短い練習時間なども話題となりましたが、これか

らの時代の指導方法に対する、大きな提案だと思います。同じことをすれば、

どの学校でも上手くいくとは思いませんが、考えていく必要があることは言う
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までもありません。 

 学校でも、今一度、よりよい指導方法について考えていきたいと思います。

家庭（教育）でも、是非、参考にしてみてください。 

故郷を誇りに思い、住みたい町にするために 

本校が目指す生徒像として、グランドデザインの中で、３つのことを掲げて

います。一つ目は、「目標に挑戦する生徒」、二つ目は、「周りに感謝する生

徒」、三つ目は、「故郷を誇りに思う生徒」です。 

現在、内子町は、人口減少が大きな課題となっており、いろいろな立場の人

がアイデアを出し、魅力ある町づくりを目指しています。そこで、今回は三つ

目の故郷（内子）について考えてみたいと思います。 

① 心の通う挨拶 

近所にお住まいの方が、朝や晩にウォーキングしたり、犬の散歩をしたり

する時に、いつも気持ちのよい挨拶や会釈をされており、心が温かくなるこ

とがあります。 

また、中学生はもちろん、小学生や高校生が、気持ちのよい挨拶をしてい

る姿を見て、心の通い合う町だなと感じています。 

本校においても、地域の方や観光に来られた方から、挨拶を褒めていただ 

くことも多く、さらにその良さを伸ばし、広げていきたいと思います。 

② 子育てや教育に力を入れる 

一人 1台のタブレット端末は、全国のどの学校でも導入されていますが、 

電子黒板については、内子町が他郡市よりも先行導入していただいており､と

ても有り難く思います。今の電子黒板は、大きなタブレットであり、使い心

地もよく、生徒が使うタブレットと並行しながら有効に活用していきたいと

思います。 

また、内子町は英語力の向上に力を入れており、毎年、希望する生徒に対

し、一人１回、実用英語検定の受験料を負担していただいています。生徒は

それを生かし、積極的に挑戦しており、３年生になると半分以上の生徒が３

級以上に合格するなど、成果も上がっています。 

さらに、今年度、修学旅行の補助金として、６万円を出していただきまし

た。これも他郡市にはあまりない、有り難い取組だと思います。 

③ 当たり前のことの実践（恥を知る） 

これは、内子町に限ったことではありませんが、内子町は特に、「町にゴミ 

が落ちていない」、「ルールやマナーをしっかり守る」、「人に親切をする」な

ど、当たり前のことを人がまねできないくらい非凡に行うことができる素晴ら

しい土地柄だと思います。 

ニュースを見ていると、「恥ずかしい」と思う行動を平気で取る人がよく取 

り上げられていますが、「こんなことをしたら人はどう思うか」、「自分勝手な

発言や行動を取っていないか」等を、一人一人が意識し､故郷を誇りに思える

よう一人一人が気を付ける必要があると思います。悪口を言ったり、人をけな

したりするのが、当たり前のようになっている人がいるのも事実です。今こ

そ、日本人の良さ（恥を知る）を大切にしていく必要があると感じています。 

 良いことも悪いことも、たった一人の言動が全体の評価に繋がることも多 

く、責任を持って行動することが大切だと感じています。 


